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様式１

全学分野横断創生プログラム

　本事業では、本学がこれまで構築してきた主専攻・副専攻プログラムを有する教
育システムを最大限に活用し、主専攻プログラムが、それぞれ全学に向けて「マイ
ナー学修パッケージ」を提供することで、主専攻（メジャー）を学びながら、他分
野を副専攻（マイナー）として学ぶことができる柔軟なプログラムを構築し、これ
により学問分野の魅力的な掛け合わせを実現する。すなわち、この「全学分野横断
創生プログラム（Niigata University Interdisciplinary Creative Education
Program, NICE program）」では、コモンリテラシーを学びの基盤としながら、学
生一人一人の問題意識に適合した分野横断型の学びを創生し、学修の意味付けを深
めていくことができる、きめ細かな学修支援体制を整備する。これらにより、総合
大学の豊富な教育資源を活かしつつ、学生一人一人の学びの動機づけを高めるオー
ダーメイド型の教育を実現する。
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メニューⅠ　文理横断・学修の幅を広げる教育プログラム
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令和２年度大学教育再生戦略推進費

[基本情報]

１． 大学名

13101

新潟大学

「知識集約型社会を支える人材育成事業」　計画調書

２． 機関番号

 （所属・職名）

事業者

 （氏名）

理事（教育・学生支援担当）
こくぼ　よしこ

小久保　美子

うしき　たつお

牛木　辰男
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https://www.niigata-u.ac.jp/university/about/data/teacher/
https://www.niigata-u.ac.jp/contribution/researchers/

学校教育法施行規則第172条の２第３項において「公表するものとする」とされた教育研究活動の状
況について、公表しているHPのURL
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（事業名：全学分野横断創生プログラム）
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ないこと。
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農学

人文科学
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※１．文部科学省や他省庁が実施する他の補助金は「大学負担額」に計上しないこと。
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全学分野横断創生（NICE）プログラム
＜育成する人材像「文理複眼の視野を持つソリューション志向型人材」＞
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教育戦略統括室 特任教員２名（新規雇用）

教育・学生支援機構
特任教員２名（新規雇用）
●アカデミックアドバイジング

「全学分野横断創生プログラム（Niigata University Interdisciplinary Creative Education）事業概要図」
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深化

Major-Minor間の横断的
学修とキャンパスライフ
を総合的に横断する
リフレクション科目

学生が目指す学びにあった
MajorとMinorの掛け合わせ
選択を支援する科目

Minor
「マイナー学修パッケージ」

12単位以上
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インターンシップ
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●新NBAS（仮称）
による教学IR

●ハイブリッド型
大学教育システム
の開発・運用

（既存）分野別副専攻（7）
+

学問領域をベースとした
新分野別副専攻（14）

（既存）課題別副専攻（11）
＋

新課題別副専攻（4）

分野別マイナー 課題別マイナー
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複数の専門をアカデミックに学ぶ × 複数の専門を社会実践に活かすことを学ぶ

（～令和2年度）
新潟大学主専攻プログラム

■新潟大学における教育改革の歴史
H14 教育組織と教員人事組織の分離（教教分離）
H16 全学科目化
H17 副専攻制度の導入（分野別副専攻、課題別副専攻）
H18 主専攻プログラム化

H23 新潟大学学士力アセスメントシステム（NBAS）開発
H27 大学教育再生加速プログラム（AP）、COC＋
H29 創生学部（領域学修パッケージ）
R2   経済科学部（モジュール制）

Major（自専門分野）× Minor（36分野）の学びの掛け合わせ

コモンリテラシー教育
（一部必修）

分野横断デザイン
1単位

分野横断ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ
1単位

全学生共通のアカデミックスキル育成
（数理・データサイエンス、外国語、
アカデミックライティング）
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